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第40号のメニュー

【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック25】

「動機付けってなんだろう2」

▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△

★☆★ごあいさつ★☆★☆★

　前号39号をお送りした際、このメルマガに関するアンケートへのご
協力をお願いしました。よりいっそう皆さんのお役にたてるメルマガに
するべく、ぜひ皆さんのご意見をお聞きしたいと思いますので、まだの
方は、できるだけご協力いただけるよう、お願いいたします。

　今回は前回に引き続きまして、動機付け、の話です。
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●●●「動機付けってなんだろう2」●●●

　前回、39号で「内発的動機(intrinsic motivation)」と「外発的動機

(extrinsic motivation)」についてお話しましたよね。教師が教室で、
ある程度コントロールすることのできる動機はこの二つではないか、と
いうことでした。今回は具体的にどのような方法があるかを見てみたい
と思います。

　

　このメルマガの第12号で、「学習者が少しでも話せるようになるため
に」というお話をしたとき、「親近性」と「新奇性」という二つのこと
ばについて触れたことがあります。「田中さんは野球が上手です。」とい
う例文はつまらない例文ですが、これを少し変えて「ホナウドさんはカ
ラオケが上手です」という例文にすると、「親近性」や「新奇性」が加
味されて、少しでも練習が楽しくなるのでは、というような話でした。
例文だけでなく実際にホナウドが歌を歌っている写真などを使えば、さ
らに「親近性」や「新奇性」が高まり、学習者の「内発的動機」を刺激
すること間違いありません。日々の授業をいかに楽しく魅力的にするか
という努力は、すべてこの「内発的動機」に結びついています。

　

　少し年齢の高いこどもや成人学習者には、彼らの知的好奇心や知識欲
を満足させることも有効です。漢字の成り立ちについて説明を加えると
か、「とても」という副詞は今の日本の若者語では「チョー」という言
葉で表現されるとか、単に日本語の法則のみを伝えるのではなく、彼ら
が興味を持ちそうな付加情報もあわせて話すことに心がけることも大
切です。

　いくら楽しくて知識欲が刺激される授業でも、目的である日本語が上
達しなければ内発的動機付けの刺激にはつながりません。日々のクラス
で、「おっ、日本語が聞いてわかるぞ！」とか、「あれっ、なんだか話せ
たぞ！」というような瞬間を作ってあげることも、教師の役割ではない
でしょうか。

9号で紹介した、日本語を話す環境を作り出すのもいい方法です。日
本語話者との接触の機会を作ることによって、日本語が話せた、という
実感を持ってもらうわけです。みなさんの周りにいる日本語を話す人た
ちにどんどん協力をお願いし、教室に来てもらうのもいいと思います。
実際に日本語が通じたと感じるときこそ、ほんとの達成感につながると
思います。

31号で紹介した「新日本語の基礎復習ビデオ」は学習者に達成感を感
じてもらうためには、もっと手っ取り早い、簡単な方法です。おまけに
ほとんどの場合例外なく、満足感と達成感を感じることができる、優れ
た教材なので、オススメなのはすでに紹介したとおりです。

教室活動の中に、ときおり学習者の自発的な活動を取り入れるのも効
果的でしょう。好きな日本の歌を持ち寄ってみんなで歌うとか、学習者
たちが選んだアニメを見る会をするとか、5号で紹介した、漢字学習の
素材を自分たちで選ばせる方法も、「内発的動機」の刺激にはなかなか
いいかもしれません。

授業に時々娯楽的要素を加味するのも、教師の役割のひとつです。わ
たし（三浦）はタイの大学いるときに、１学期に一度、それまでの漢字
学習の成果を競う、大漢字ゲーム大会をやっていました。教室の中で、
数種類の漢字のゲーム（背中に漢字を書いて当てるとか、部首を言って
その漢字をなるべく多く書くといったような単純なゲーム）を行い、簡
単な賞品を出すのです。結構盛り上がったし、日々の授業の動機付けに
もなっていたようでした。

「テストで100点だったら、テレビゲームを買ってあげるよ」とか「宿
題を忘れたなら廊下で立っていなさい」というようなのは「外発的動機
付け」といわれるものです。みなさんの中にも子供のころ、似たような
ことを言われたことがある人がいるかもしれませんね。しかしこれらの
動機はあまり長続きするものではなく、その場限りのもののようです。
「廊下で立っていなさい」にいたっては、学習者の学習の機会を奪って
いるとも考えられます。昔の日本の学校でよく行われたこのような動機
付けは、現代の理論では、あまり効果があるとは考えられていないよう
です。

ここであげたさまざまな動機付けの例は、みなさんが毎日の授業を振
り返ったとき、きっと思い当たるものがあったのではないでしょうか。
「内発的動機付け」は決して特別のことではありません。昔からふつう
に行われてきたことがほとんどです。しかし、毎日行っていることでも、
それが「内発的動機付け」なんだと意識するのかしないのかでは、教師
側からの見方や考え方がすいぶんと違ってくるのではないでしょうか。
さあ、あしたからみんなで「内発的動機付け」を意識してみましょう。
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第4回「国際交流基金日本語セミナー」を日伯文化連盟との共催で7
月30日（土）14時より、国際交流基金日本文化センター大ホールにて
開催します。今回は「文法は日本語の授業では必要だろうか」と題して、
日々の授業の中での文法事項の取り扱いについて考えて見ます。

参加希望の方は、下記の電話に問い合わせてください。

11-3141-0110
3141-0843
3288-4671

どうぞみなさん、お誘いあわせの上おこしください。

上記のようにみなさんの周りで行なわれる研修会、勉強会などをこの
メルマガで宣伝してみませんか。「メルマガこうししつ」は日本語教師
の情報交流を考えて「セミナー、講演会の情報」、「研修会、勉強会への
お誘い」、「先生募集」などを載せる場を提供します。他の先生方に知ら
せたい情報を送ってくだされば、検討のうえ、このスペースに載せるこ
とができます。

どしどし送ってください。お待ちしております。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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